
龍
王
神
社
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

８
月
３
日
は
、
龍
王
神
社

総
代
の
左
留
間
豊
幸
さ
ん
よ

り
、
龍
王
神
社
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

龍
王
神
社
の
神
様
は
、
海

上
安
全
や
漁
業
を
守
っ
て
く

だ
さ
り
、
ま
た
雨
乞
い
の
神

様
で
あ
る
こ
と
。
ア
コ
ウ
の

樹
は
、
推
定
樹
齢
３
５
０
年

前
後
で
あ
り
、
県
指
定
の
文

化
財
で
あ
る
こ
と
。
ア
コ
ウ

の
樹
は
「
絞
め
殺
し
の
木
」

と
も
言
わ
れ
、
樹
上
で
発
芽

し
た
ア
コ
ウ
は
、
元
の
木
に

気
根
を
絡
み
つ
け
、
絞
殺
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か

ら
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

１
期
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
２
名

を
除
い
た
５
名
は
、
初
め
て

の
拝
観
で
あ
り
、
熱
心
に
説

明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

報
告

三
尾

工
野
儀
兵
衛

も
の
が
た
り
を
読
む

８
月
９
日
の
授
業
で
は
、

絵
本
「
工
野
儀
兵
衛
物
語
」

を
み
ん
な
で
読
み
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
移
民
の
父
と
呼
ば

れ
る
工
野
儀
兵
衛
の
波
瀾
万

丈
の
人
生
が
、
語
り
部
ジ
ュ

ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
柳
本
文
弥
先
生
の
文
章

と
、
三
尾
在
住
の
画
家
え
ん

ど
う
ひ
と
み
さ
ん
の
絵
で
綴

ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
絵
本

で
す
。
英
語
版
も
あ
り
ま
す
。

報
告

出
石

船
上
ツ
ア
ー

８
月
23
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
、
三
尾
を
海
上
か

ら
み
る
「
船
上
ツ
ア
ー
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
松
永
渡
船
さ

ん
に
お
願
い
を
し
、
陸
上
か

ら
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
所

を
船
で
回
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
う
し
ろ
そ
の
穴
」
（
美
穂

の
岩
屋
と
も
）
は
、
万
葉
集

に
詠
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

海
上
か
ら
の
眺
め
も
素
晴
ら

し
く
、
万
葉
の
時
代
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
眺
め
ま
し
た
。

日
ノ
御
埼
の
先
で
は
、
火

災
を
お
こ
し
て
い
る
日
本
の

船
を
発
見
し
、
そ
の
乗
組
員

を
助
け
よ
う
と
し
て
、
殉
難

し
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長

の
話
を
共
有
し
ま
し
た
。

帰
り
は
、
海
猫
島
に
上
陸

し
、
海
猫
の
産
卵
地
を
観
察

し
ま
し
た
。

今
回
、
船
で
三
尾
を
旅
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
の
孤

島
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
不

便
な
三
尾
に
、
万
葉
の
時
代

か
ら
旅
人
が
行
き
来
で
き
た

の
は
、
当
時
は
海
上
交
通
が

盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
感
じ
ま
し
た
。

報
告

三
尾

甲
南
大
学
の
ス
タ
ン
カ
ー
ク

先
生
が
、
授
業
に
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
先
生
は
カ

ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
出
身
で
、

戦
後
日
本
に
帰
国
し
た
日
系
カ

ナ
ダ
人
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
先
生
が
考
え
て
き
て

く
れ
た
カ
ナ
ダ
ク
イ
ズ
は
思
い

の
外
難
問
揃
い
。
し
か
も
全
て

英
語
な
の
で
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
は

悪
戦
苦
闘
。
そ
の
あ
と
英
語
で

質
問
を
し
た
り
も
し
て
、
耳
、

口
、
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
た
２

時
間
で
し
た
。

語
り
部
の
教
室
に
は
こ
ん
な

風
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
も

来
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
経
験

が
で
き
る
の
も
語
り
部
の
授
業

な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

報
告

出
石

第 ２号 語 り 部 だ よ り ２０２０年 11月 10日

神社の歴史を説明される左留間さん

語
り
部
だ
よ
り

中村紗和 （中学３年生）
私は美浜町に住んでいながら、三尾のこと
を全く知りませんでした。そして、英語が好
きなので、三尾のことを英語で伝えたいと思
い、語り部ジュニアに入りました。
これから、頑張っていきます。

栗林愛結 （大学２年生）
私は高校２年生の時に、総合的な学習の時
間に三尾からの移民について学習したことを
きっかけに、語り部ジュニアに入りました。
和歌山県移民史や美浜町史などのたくさん

の本を読んで、移民についての理解を深めま
した。学習を終えた私は「さらに移民や三尾
のことについて知りたい。学習したことを活
かしたい」と思いました。
そんな時に、語り部ジュニアの存在を知り、
語り部ジュニアに入ることを決めました。
よろしくお願いします。

発行
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語り部部会

Ｌｅｔ’ｓ ＫATARIBE
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「
中
津
フ
デ
展
」見
学

９
月
６
日
は
、
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
中
津
フ
デ
展
（
～

12
月
28
日
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

立
案
か
ら
準
備
・
製
作
・

監
修
ま
で
し
た
岩
永
淳
志
さ

ん
に
解
説
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
曰
く
、
中
津
フ
デ
さ

ん
は
三
尾
の
看
板
婆
さ
ん
で
、

誰
と
話
し
て
て
も
必
ず
話
題

に
の
ぼ
る
く
ら
い
有
名
人
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
フ
デ

さ
ん
の
人
生
に
は
移
民
の
歴

史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
も
。

是
非
一
度
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

報
告

出
石

ア
メ
リ
カ
村
資
料
館
見
学

（
旧
日
ノ
岬
パ
ー
ク
内
）

９
月
27
日
、
ア
メ
リ
カ
村

資
料
館
は
現
在
閉
館
中
で
す

が
、
今
回
特
別
に
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
教
科
書
等

か
ら
得
た
知
識
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
物
に
接
す
る
こ
と

で
、
よ
り
リ
ア
ル
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
互
い

の
写
真
を
見
る
だ
け
で
結
婚

を
決
め
る
「
写
真
婚
」
や
日

系
人
の
強
制
収
容
に
つ
い
て
、

実
際
の
写
真
を
見
る
こ
と
で
、

現
実
に
起
き
た
出
来
事
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
当
時
使
用
さ
れ

た
衣
服
や
、
の
こ
ぎ
り
な
ど

の
生
活
道
具
の
展
示
か
ら
は
、

現
代
と
の
相
違
点
ば
か
り
か
、

共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
知
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

報
告

向
井

編
集
後
記

「
語
り
部
だ
よ
り
」
を
２
ヶ

月
毎
に
す
る
か
、
３
ヶ
月
毎
に

す
る
か
と
思
案
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
報
告
し
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
２
ヶ
月
毎
に
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
に
は
、
ま
ず

三
尾
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

三
尾
の
人
た
ち
に
は
、
私
た
ち

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
尾

第 ２号 語 り 部 だ よ り ２０２０年 11月 10日

はだすすき
久米の若子が
いましける

三穂の岩屋は
見れど飽かぬかも
この歌は、万葉集に出て

くる紀伊国を旅した博通法
師という方が詠まれた歌で
す。 この「美穂の岩屋」は、
地元では「うしろその穴」と
呼ばれています。

ここに登場する「久米の
若子（わくご）」については、
古事記や日本書紀にでて
くる大伴氏とならぶ古代氏
族「久米氏」の若者とする
説や、第23代天皇の顕宗天
皇という説などありますが、
定かではありません。

岩屋へ行くには、数か所
の道がありましたが、私有
地であり通れないことや、
以前漁師が通っていた道も
今は荒れてしまい危険です。

しかし、はるか昔の時代
より、この三尾の地に魅せ
られ、旅をした人々がいた
ことを想像すると、ロマンを
感じさせられます。

三穂の岩屋（うしろその穴）

語り部講師の出石美佐と申

します。

私はこのプロジェクトへの

参加がきっかけで、三尾の歴史

を深く知ることになりました。

直感的に、この歴史はもっと広く知ってもらい、

後世に残すべきだと感じました。

移民の歴史には、今を生きる私たちが未来をど

う生きるかを考えるヒントがたくさんあると思う

からです。若い世代にこそ知って欲しい、そんな

想いで三尾に通っています。

三尾の方々に色々と教えて頂きながら、ジュニ

アたちは楽しく熱心に学んでいます。温かい目で

見守って頂ければ嬉しいです。

今後ともよろしくお願いします。

岩永淳志さん（東京大学在学）
が、研究のために三尾で一年間
を過ごされ、9月24日に帰京され
ました。
語り部の授業にも顔を出され、

ジュニアたちには優しく接し、
アドバイスなどを戴きました。
ありがとうございました。
これからの御活躍を楽しみに

しています。
語り部ジュニア講師一同

パネルを興味深く眺めるメンバー

船上より、美穂の岩屋を望む


